
社会福祉法人せきれい会 令和 2年度事業報告 

 

保育園 定員 本園 保育園部105名 幼稚園部15名  分園（未満児）20名 合計140名 

 

【職員の状況】 

 令和3年4月1日の

職員数 
年間退任・就任 

職 名 正

規

職

員 

有期契約職員 

計 

正規 

職員 

有期契約職員 

計 

契

約

職

員 

非

常

勤

Ａ 

非

常

勤

Ｂ 

契約職員 非常勤Ａ 非常勤Ｂ 

就

任 

退

任 

就

任 

退

任 

就

任 

退

任 

就

任 

退

任 

園長 1    1          

副園長 1    1          

主幹保育教諭 2    2 1         1 

副主幹保育教諭 1    1          

保育教諭 17   9 26 3        3 

事務員 1    1          

栄養士（兼調理員） 2    2  1       1 

調理員 1   1 2         1 

運転手    2 2          

添乗員    1 1          

清掃員    2 2        1 1 

警備員            1  1 

学校医    1 1          

学校歯科医    1 1       1 1 2 

学校薬剤師    1 1          

 計 26 0 0 18 44 2      2  4 

＊ 臨時職員の内、非常勤Ａは正規職員の所定労働時間と同じ労働時間で雇い入れられた時間給職員、

非常勤Ｂは正規職員の所定労働時間より短い労働時間で雇い入れられた時間給職員です。 

＊ 職務分担は別紙（職務分担表）参照 

 

【施設運営状況】 

 入所状況については、本園・分園併せて概ね100％強の入所率で運営することができました。 

特別な配慮の必要な子ども及び保護者が多く、関係機関と密に連携を取りながら保育及び教育にあたり

ました。５歳児クラスについては特に支援の必要な子どもが多いため、本年度もクラスの人数を２５人に

抑えつつ保育教諭２名と常に補助が１名ついている状態で教育・保育を行いました。 

それぞれの子どもの視診をしっかりと行い、保護者への声掛け、個別指導計画の作成及び内容検討に力

を入れました。 

４月当初より特別保育に移行し、登園児が極端に少なくなる中、健康や安全に配慮しながらも子どもたち

が普段通り日常生活を送れるよう工夫しながら保育を行って参りました。 



登園自粛している子どもたちについても密に連絡を取りながら健康状態の把握に努めました。 

子どもたちや職員、保護者に安全に保育の提供を行うべく出来うる限りコロナの対策を行いました。 

・園内外の机、椅子やドアノブ、大型遊具など子どもたちや保護者の手に触れるものすべてに４月に釜谷

紙業開発のクリ－ンフィックスを塗布しました。また、同月１歳児以上のクラスに前年度手作りで設置して

いたパ－テ－ションから市販のアクリルパーテ－ションに変更しました。 

「園児及び保護者、来園者すべてについて玄関ホ－ルで検温及びアルコ－ル消毒」、「毎日強酸性水によ

る玩具、床、ドア、手すりなどのふき取り消毒を徹底するとともに、夕方の高温スチ－ムモップによる消毒」 

「職員の検温及び健康チェック」を現在も引き続き徹底して行っております。 

子どもたちの主体的な学びへの取り組みとして行ってきた活動については、グル－プ活動の内容や規模

に配慮しながら様々な活動に取り組みました。 

 

分園について 

例年と同じく、１２月まで定員を満たす入所がありませんでしたが一人一人に十分配慮しながら保育を

行うことができました。こちらも本園同様、コロナ対策を行って参りました。 

 

延長保育事業・障害児保育事業・乳幼児子育て支援事業サービスを提供しながら、保護者の就労支援

に努めました。 

利用者サービスの改善に向けて、毎月１回 ヒヤリハット事例の検討会を行い、危険意識の共有及び、 

改善をはかっていきました。 

SIDSについては加古川市の補助金を利用し、睡眠時呼吸チェック機器「シエスタＢｅＢｅ」を本園に６台、分

園に１０台、計１６台導入しました。 

月案、指導計画についてはコロナの関係で大きく見直しをすることとなりました。まずは健康安全を第一

に考えながら無理のない範囲で計画変更を行いました。 

キャリアアップ研修については研修の中止や本人の希望での受講取りやめなどが多かったのですが2名

が修了証書を頂きました。キャリアアップ研修で学んだ事柄は職員研修として全職員で共有しています。 

 月に1度の食育会議においては、アレルギ－児の現状を報告し、職員同士で共有し、安全に努めまし

た。 

子育て応援事業については、事業自体の見合わせや縮小を余儀なくされました。 

 

【利用者支援状況】 

 例年続けていたオープンスク－ルなどができないためインスタグラムを利用し、ライブ配信や

動画の配信を常に行うことで子どもたちの成長の様子を保護者と共有するように努めました。 

個人情報保護の観点から、インスタについては承認制とし、保護者のみが閲覧できるような状態

で配信を行っています。また玄関ホ－ルに毎週各クラスのスナップをA４サイズで印刷しコメントを付け

て掲示することで子どもたちの生活の様子をご覧いただく形をとっています。 

夏のプ－ル遊びは取りやめ、シャボン玉や水鉄砲、すくいものなどを使った水遊びを行いました。 

未満児はプールに入るよりも楽しむ様子が見られましたし、以上児も制限された中ですが思い切り楽しん

でいる姿が見られました。 

運動会は、「うんどうかいごっご」という形式で園庭で行いました。残念ながら人数制限を行う必要があ

りましたが、インスタライブで運動会の様子を配信し、たくさんの保護者や語ご家族の方にご覧いただきま

した。音楽会は中止に市、生活発表会についてもインスタライブでの配信を行いました。 

出し物の内容については、各学年とも子どもたちは話し合いアイデアを出して計画実行を行いました 

食育活動については残念ながら例年通りのクッキングができませんでしたが、栄養士の工夫でやさい

を触ったりにおいをかいだり、クイズを通していろいろな学びをすることができました。野菜を植え育て収



穫し、給食室に運んで自分たちで決めたメニュ－に調理してもらい、それなりに達成感を感じたようです。 

 

 

【施設整備状況】 

・隣地購入及び園庭整備 

・園庭防犯カメラ増設 

以下補助金を一部（または全部）利用して導入 

・玩具紫外線消毒庫３台（本園２台・分園１台） 

・オゾン消毒庫２台（本園・分園各１台） 

・スリッパ殺菌消毒庫（本園設置） 

・次亜塩素酸発生装置（分園用） 

・シエスタＢｅＢｅ（午睡時安全チェック機器） 16台（本園６台・分園１０台） 

 

 

【年間利用状況】（各月月初人員） 

 

本園保育園部 

 4 月   5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 平均 

０歳児 3 3 3 3 5 6 6 6 6 6 6 6 59 4.9 

１歳児 8 8 8 9 9 10 10 10 10 10 10 10 112 9.3 

２歳児 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 288 24 

３歳児 25 25 25 24 24 25 25 25 25 25 25 25 298 24.8 

４歳児 24 24 24 24 24 24 25 25 25 25 25 25 294 24.5 

５歳児 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 264 22 

計 106 106 106 106 108 111 112 112 112 112 112 112 1315 109.6 

定員比 

％ 
1.00 1.00 1.00 1.00 1.02 1.05 1.06 1.06 1.06 1.06 1.06 1.06 1.04. 1.04 

幼稚部               

３歳児 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60 5 

４歳児 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 61 5 

５歳児 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36 3 

計 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 156 13 

定員比

（％） 
0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 

 

分園 

 4 月   5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 平均 

０歳児 2 3 3 4 5 5 6 7 9 9 9 9 71 5.9 

１歳児 9 9 9 9 9 8 10 10 11 11 11 11 117 9.8 

計 11 12 12 13 14 13 16 17 20 20 20 20 188 15.7 

定員比 

％ 
0.55 0.60 0.60 0.65 0.70 0.65 0.80 0.85 1.00 1.00 1.00 1.00 0.78 0.78 

 



 

【主 な で き ご と】 

 行事 その他 子育て支援 内容 

４ 

月 

6日 入園式・始業式 

１学期開始 

 

特別保育期間 

冬服 

以下の毎月活動 中止 

お誕生会・避難訓練・食育の話 

体育指導（２～５歳児） 

キッズダンス（３～５歳児） 

スイミング（４．５歳児） 

そろばん（5歳児） 

以下の毎月活動 中止 

・食育講座 

・お誕生会 

・ベビ－ダンス 

・キッズダンス 

・ふれあい体操 

       

５ 

月 

 特別保育期間 

 

 

毎月活動中止 毎月活動中止 

 

６ 

月 

通常保育再開 

 ３日 内科検診 

２３日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

 

夏服衣替え 

トマト苗植え 

毎月活動再開 

ALT 

毎月活動再開 

 

７ 

月 

１日 水遊び開始 

５日 七夕まつり 

９日 ５歳児グリコピア工場見学 

２０日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

トマト収穫  

幼稚園部夏休み 

    （２７日から３１日） 

毎月活動 

七夕まつり 

 

８

月 

 ５日 夏祭り 

２５日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

トマト収穫 

ALT 

幼稚園部夏休み１１日から１９

日） 

毎月活動 

なつまつり 

９ 

月 

２学期開始 

５歳児園外へお出かけ（適宜） 

２８日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

 

５歳児虫取り、ドングリ拾いな

ど 

 

毎月活動 

運動会 

 

１０

月 

４歳児園外へお出かけ（適宜） 

１日 園医検診 

２２日 歯科検診 

２３日 ５歳 うんどうかいごっこ 

２６日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

２７日 いもほり 

２８日 ４歳児 うんどうかいごっこ 

３１日 ハロウィンパ－ティ－ 

合服衣替え 

ＡＬＴ 

おはようでい 

うんどうかいごっこ予行 

５歳児カレ－クッキング 

毎月活動 

 

ハロウィンパ－ティ 

 

１１

月 

５日 ３歳児 うんどうかいごっこ 

１０日 ３歳児園外保育 

２５日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

 

冬服衣替え 

園内保育研修 

ＡＬＴ 

毎月活動 

 

１２

月 

２３日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

    クリスマスパーティ－ 

幼稚園部冬休み  

２４日から１月５日 

休園 ２９日から１月３日 

毎月活動 

クリスマス音楽会 

クリスマスパ－ティ－ 



１

月 

３学期開始 

２５日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

 

 

 

毎月活動 

２

月 

 ３日 節分豆まき 

１０日 発表会見せあい会 

２６日 生活発表会配信（２～５歳児） 

２８日 お誕生会・避難訓練・食育の話 

２７日 個別懇談 

生活発表会予行 

おはようでい 

 

毎月活動 

生活発表会 

豆まき 

 

３

月 

3日 雛祭会・誕生会・食育 

 ８日 ５歳児姫路セントラルパーク 

１０日 ３歳児.４歳児園外保育 

２０日 卒園式・修了式 

入園前説明会 

幼稚園部春休み 

２３日から 

 

毎月活動 

ひな祭り会 

 

 

（その他）水曜金曜 子育て相談 

 

 

【そ の 他 に つ い て】 

① 安 全 管 理 

○ 健 康 管 理 園児・職員の定期診断及び厨房職員の細菌検査を毎月実施した。 

              職員出勤時の検温及び健康チェック、手指の消毒及びマスク着用の徹底。 

           園児については２歳児クラス以上のマスク着用の徹底及び適宜交換、 

           登園時の手指消毒、検温、１０時.１時.３時３回の検温と、家庭での健康チェック表の 

           記入等を通じ健康状態を確認した。 

健康管理には最善の注意を払い、伝染病については保護者に確認がとれた。 

○ 衛 生 管 理 遊具の点検を毎朝行うとともに、施設の衛生管理についての点検整備を行った。 

           大型遊具等の安全点検はチャイルド社に委託し、年二回の点検を行った。 

           厨房 グリストラップの清掃及び点検をホシザキに委託した。 

○ 安 全 管 理 登降園の際の交通安全について、警備員による駐車場の見守り、安全  

 確認を行った。 

交通安全について園児と話し合うとともに保護者へ文書を配布し協力をお願いした。 

           駐車場の利用についても同様に行った。 

② 地 域 交 流 

           該当年度での地域交流については自粛し、トライやるウィ－ク主催のおはようデイを行 

うことのみとなってしまった。 

③ 実習生・ボランティア 

          該当年度での実習生・ボランティアの受け入れについては、諸事情を考慮し見合わせ 

た。 

【 研修会実施状況 】 

           キャリアアップ研修については、研修自体の中止や職員からのキャンセルが多く、予定

通りの受講ができなかった。代わりに園内研修について各クラスのエピソ－ド記述及び

ドキュメンテ－ションの発表に力を入れ事例検討を行い、毎週玄関に掲示した。 

個別指導計画を適宜見直し、必要に応じて内容を検討した。 

 

 



 【 法人事業苦情内容及び結果の公表 】 

 

件

数 

主な苦情内容 対応及び解決方法 

 ・保護者 

特別保育 

期間の 

預かりに

ついて 

 

 

・ 

緊急事態宣言で特別保育に移行した際 

育休中の方に自宅待機をお願いしたと

ころ、K氏より「自宅にこんな小さい子が

いるのにどうして預かってもらえないの

か。納得がいかないので市にも確認を

とります。」などの苦情を何度も頂いた。 

 

また、特別保育の際の預かり対象につ

いて市からの指示が二転三転したため 

一部の保護者より不公平であるとのお

言葉も頂いた。 

 

特別保育の扱いについてはこちらで決められることではな 

いので、政府の指示に従って欲しいとのお願いをするととも 

に、子どもたちの安全の為理解して欲しい旨をお伝えした。 

頂いた苦情や対応については都度、市に確認を取り、指示 

の元対応を行った。 

この事柄については、保護者のご理解、ご協力をお願いす 

るしかないので、丁寧に説明しご協力いただけるよう努め 

た。 

 


